
　

１
９
９
７
年
３
月
、
池
田
満
寿
夫
、
急
性
心
不
全
に
よ
る
急
死
。
享
年
63
歳
。

　

溢
れ
ん
ば
か
り
の
才
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
そ
の
人
生
を
自
由
奔
放
に
駆
け

抜
け
て
いっ
た
芸
術
家 

池
田
満
寿
夫
。
惜
し
く
も
63
歳
と
い
う
若
さ
で
急
逝
し
て

か
ら
、
17
年
の
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
池
田
満
寿
夫
生
誕
80
周
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

本
誌
『
陶
遊
』
で
は
、
池
田
満
寿
夫
が
晩
年
没
頭
し
た
と
い
わ
れ
る
陶
芸
作
品

の
中
か
ら
「
般
若
心
経
」
シ
リ
ー
ズ
と
「
土
の
迷
宮
」
シ
リ
ー
ズ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
前
編
・
後
編
の
２
回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

池
田
満
寿
夫
が
私
た
ち
に
遺
し
て
いっ
た
も
の
は
何
か
？　

池
田
満
寿
夫
が
愛
し

た
人
、
愛
し
た
こ
と
を
本
編
に
いっ
ぱ
い
つ
め
て
。

【特別企画】池田満寿夫 生誕８０周年記念

陶芸家池田満寿夫を

もっと知りたい
前編　般若心経シリーズ

取材協力／パラミタミュージアム、池田満寿夫記念館、増穂登り窯

パラミタミュージアム１階第２室

３月にパラミタミュージアムで開催された
「パラミタコンサート特別企画 佐藤陽子ヴァイオリンコンサート」にて。

1993年12月、山梨・増穂登り窯にて地蔵制作中の池田満寿夫。撮影：太田治孝
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池田満寿夫（いけだ　ますお）

1934 年満州に生まれ、終戦とともに母
の故郷・長野市に引き上げます。その後、
画家をこころざし東京藝術大学を受験し
ますが 3 度とも不合格。辛苦のすえ独学
で版画を学び、版画家として出発します。
1960、1962、1964 年、東京国際版画
ビエンナーレ展で連続受賞を重ね、1966
年 32 歳で棟方志功に次いでヴェネチア・
ビエンナーレ展で国際版画大賞を受賞し
世界的なアーティストの名をほしいままに
します。その後、小説『エーゲ海に捧ぐ』
で芥川賞を受賞するなど、小説家、映画
監督、絵画、陶芸まで幅広く創作活動を
展開します。1997 年 3 月、63 歳の若さ
で急逝。
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て
いっ
た
と
い
う
。

陶
芸
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
魅
力
を

　

49
歳
の
時
に
、
日
本
ク
ラ
フ
ト
の
誘
い
で
静
岡
県
南

伊
豆
町
の
岩
殿
寺
窯
で
、
池
田
は
初
め
て
陶
芸
に
取
り

組
ん
だ
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
一気
に
陶
芸
に
の

め
り
込
ん
で
い
く
。

「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
成
り
行
き
で
、
手
が
自
由
に

動
く
」

　

考
え
た
こ
と
が
す
ぐ
に
造
形
表
現
で
き
る
陶
芸
の
ス

ピ
ー
ド
感
に
、池
田
満
寿
夫
は
魅
力
を
感
じ
た
と
い
う
。

　

１
９
８
６
年
に
静
岡
県
の
熱
海
市
に
「
満
陽
工
房
」

を
作
り
、
電
気
窯
と
ガ
ス
窯
で
旺
盛
な
作
陶
活
動
を

開
始
す
る
。

増
穂
登
り
窯
で
人
生
初
の
薪
窯
を
経
験

　

１
９
９
０
年
に
は
、
か
ね
て
よ
り
親
交
の
あ
っ
た
太
田

治
孝
氏
に
協
力
し
、山
梨
県
増
穂
町
（
現・富
士
川
町
）

に
増
穂
登
り
窯
を
築
窯
。
そ
こ
で
人
生
初
の
薪
窯
焼

成
を
経
験
し
、
そ
の
効
果
を
実
感
す
る
。
だ
が
、
そ
の

いっ
ぽ
う
で
池
田
は
、
従
来
の
薪
窯
焼
成
で
良
し
と
す

る
灰
か
ぶ
り
や
火
色
に
よ
る
耀
変
な
ど
、
炎
に
は
頼
ら

55

心経陶片　各）直径約 5cm 1994 年制作 焼成：炭化窯

地蔵の版用の石膏（1993 年 12 月）撮影：太田治孝

心経片の焼成作品（1994 年 8 月）撮影：太田治孝
焼成された神々の器「心経碗」　

（1995 年 2 月）撮影：太田治孝

心経碗　各）直径約 15cm 1994 年制作 焼成：炭化窯

陶
芸
は
「
日
本
回
帰
」
だ
っ
た

　

池
田
満
寿
夫
と
い
え
ば
、
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は

「
版
画
」
だ
ろ
う
。
だ
が
、
池
田
が
晩
年
の
14
年
間
、

全
身
全
霊
を
か
け
て
の
め
り
込
ん
だ
の
が
「
陶
芸
」
で

あ
る
。

　

ざ
っ
く
り
と
土
を
切
り
裂
い
て
丸
め
た
大
胆
な
形

状
。
茶
褐
色
に
発
色
し
た
土
肌
が
何
と
も
美
し
い
。

照
明
を
浴
び
て
静
か
に
た
た
ず
む
そ
の
姿
に
息
を
の

む
。
紛
れ
も
な
い
陶
芸
家
と
し
て
の
池
田
満
寿
夫
が
象

徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

版
画
や
油
彩
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
な
ど
西
欧
の
近
代
美
術

の
影
響
が
大
き
く
受
け
、
洋
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た

池
田
満
寿
夫
だ
が
、
日
本
の
伝
統
へ
の
感
心
を
高
ま
ら

せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
陶
芸
だ
っ
た
。

　

自
ら
陶
芸
へ
の
挑
戦
を
「
日
本
回
帰
」
と
名
付
け
、

そ
の
影
響
は
版
画
な
ど
陶
芸
以
外
の
作
品
に
も
波
及
し
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前列左から）
心経碑　縦 24×横 21cm 1994 年制作 焼成：炭化窯
心経碑　縦 17.5×横 14cm 1994 年制作 装飾：金箔 焼成：八方窯
心経碑　縦 30×横 22cm 1994 年制作 焼成：炭化窯

後列左から）
心経碑　縦 18×横 15cm 1994 年制作 焼成：八方窯
心経碑　縦 28×横 17cm 1994 年制作 焼成：八方窯
撮影：南川三治郎

地蔵　縦 32×横 17×奥行き12cm 1994 年制作 
　　　 焼成：八方窯　

「地蔵」を乾燥中（1993 年 12 月）
撮影：太田治孝

地蔵　縦 29.5×横 13×奥行き10.5cm 1994 年制作 
　　　 焼成：八方窯　

ず
、
造
形
そ
の
も
の
を
シ
ャ
ー
プ
に
土
味
そ
の
も
の
を

生
か
す
こ
と
を
望
ん
だ
。

炭
化
窯
と
『
満
寿
夫
八
方
窯
』

　

し
た
が
っ
て
、
焼
成
方
法
は
段
階
を
追
っ
て
進
化
を

遂
げ
て
い
き
、
や
が
て
は
理
想
の
黒
色
を
求
め
て
炭
化

窯
が
築
窯
さ
れ
た
。

　

炭
化
焼
成
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の
が
心
経
陶
片
（
54

ペ
ー
ジ
参
照
）
や
心
経
碗
（
55
ペ
ー
ジ
参
照
）、
心
経
碑

（
56
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
、
渋
み
の
あ
る
黒
や
茶
を
基

調
と
し
、
秘
め
た
る
原
始
の
パ
ワ
ー
を
放
つ
。

　

そ
し
て
１
９
９
３
年
、
四
方
八
方
か
ら
薪
を
投
げ
入

れ
ら
れ
る
『
満
寿
夫
八
方
窯
』
を
設
計
、
築
窯
。
高

さ
１
メ
ー
ト
ル
級
の
大
作
も
焼
成
可
能
に
な
り
、
大
佛

塔
や
「
古
代
幻
視
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
タ
タ
ラ
を
積
み

重
ね
、
大
胆
に
削
ぎ
落
と
し
、
あ
え
て
亀
裂
を
生
じ

さ
せ
、
荒
々
し
い
土
の
表
情
そ
の
も
の
を
引
き
出
し
た

作
品
群
が
誕
生
し
た
。

遺
さ
れ
た
作
品
と
対
峙
す
る
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心経陶板　各）縦 26×横 12cm 1994 年制作 焼成：電気窯　

佛画陶板　各）縦 26×横 12cm 1994 年制作 焼成：電気窯　 撮影：南川三治郎
焼成した佛塔群を洗う（1994 年 9 月）
撮影：太田治孝

佛塔　縦 77×横 25.5×奥行き48cm 1994 年制作 焼成：八方窯　

　

１
９
９
６
年
の
終
わ
り
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
始
め
、

翌
年
１
９
９
７
年
３
月
、
急
性
心
不
全
で
帰
ら
ぬ
人
と

な
る
。
あ
ま
り
に
早
い
死
だ
っ
た
。

　

生
涯
に
わ
た
り
、
表
現
者
と
し
て
真
摯
に
、
貪
欲
に

生
き
た
池
田
満
寿
夫
。
遺
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
と

対
峙
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た
陶
芸

家
と
し
て
の
池
田
満
寿
夫
の
顔
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
調
か
ら
落
書
き
風
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な

描
写
な
ど
色
彩
乱
舞
な
「
版
画
」
と
は
対
極
に
、
陶

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
「
般
若
心
経
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

厳
か
で
静
謐
、
宗
教
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
心

経
陶
片
、
心
経
陶
板
、
心
経
碗
、
心
経
碑
、
地
蔵
、

佛
塔
、
大
佛
塔
、
書
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
極
め
て
深

遠
な
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
池
田
満
寿
夫
の
陶
芸
の
代
表

作
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

陶
に
刻
ま
れ
た
「
般
若
心
経
」
の
文
字
に
は
、
池

田
満
寿
夫
の
仏
へ
の
崇
高
な
思
い
が
刻
み
込
ま
れ
、
見

て
い
る
と
心
が
浄
化
さ
れ
て
い
く
思
い
が
す
る
。

※本編は、『陶遊』100 号（2008 年 4月発行）の 67 〜 73 ページで紹

介した記事を再編し、今号の特別企画にちなんで掲載するものです。



前列左から）
大佛塔　縦 126×横 42×奥行き42cm 1994 年制作 焼成：八方窯
大佛塔　縦 68×横 42×奥行き40cm 1994 年制作 焼成：八方窯
大佛塔　縦 148×横 54×奥行き58cm 1994 年制作 焼成：八方窯
後列左から）
大佛塔　縦 59×横 87×奥行き51cm 1994 年制作 焼成：ガス窯
大佛塔　縦 74×横 72×奥行き73cm 1994 年制作 焼成：ガス窯
大佛塔　縦 68×横 70×奥行き68cm 1994 年制作 焼成：八方窯

大佛塔焼成後、八方窯前で座る
池田満寿夫（1995 年 1 月）
撮影：太田治孝

焼き上がった大佛塔（1994 年 10 月）
撮影：太田治孝

61 60
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仕
事
を
超
え
て
つ
き
合
い
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
仲
間
、
楽
し
い
こ
と
は
何
で
も
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
。

縁
あ
っ
て
、
気
が
合
っ
て
…
…
。
親
交
が
深
か
っ
た
方
々
に
17
年
を
経
た
今
、
池
田
満
寿
夫
と
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

※
１　

１
９
５
５
年
、
早
稲
田
大
学
文
学
部

芸
術
学
科
卒
業
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
大

学
院
在
学
中
に
鉄
の
彫
刻
を
始
め
る
。
読

売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
へ
の
出
品
を
経
て
、

１
９
６
３
年
、
西
洋
の
物
の
見
方
を
東
洋
の

見
地
か
ら
補
足
す
る
概
念
「
御
物
補
遺
」
を

構
想
し
、
以
来
、
制
作
理
念
と
し
て
続
く
。

電
球
や
人
形
な
ど
の
形
を
反
転
さ
せ
た
り
変

形
す
る
作
品
な
ど
を
制
作
し
、
物
と
空
間
に

対
す
る
新
し
い
見
方
を
示
し
た
。

※
２　

１
９
３
８
年
、
北
海
道
出
身
の
写
真

家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
卒
業
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
、
朝
日
放
送
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
経
て
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
換
留

学
生
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
学
び
、

10
年
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
在
住
す
る
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
中
に
ハ
ー
レ
ム
で
撮
っ
た
写
真

が
高
く
評
価
さ
れ
公
共
広
告
賞
を
受
賞
す
る
。

帰
国
後
は
写
真
展
「
ハ
ー
レ
ム B

lack is 
beautiful

」
を
開
催
。

※
３　

ジ
ョ
ン
・
パ
ワ
ー
ズ（
１
９
１
６
～

９
９
年
）は
ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
。
63
年
に
キ

ミ
コ
さ
ん
と
結
婚
。
夫
妻
は
日
本
美
術
と
現

代
美
術
の
分
野
で
世
界
有
数
の
コ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ン
氏
が
亡
く
な
っ

た
後
の
２
０
１
１
年
、
キ
ミ
コ
さ
ん
は
コ
ロ

ラ
ド
州
の
自
邸
近
く
に
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ（
１
９
３
０
年
～
）
の
作
品
研
究
・
公
開

を
目
的
に
「
パ
ワ
ー
ズ
・
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

※
４　

１
９
３
２
年
、
愛
知
県
刈
谷
市
生
ま

れ
。
日
本
出
身
の
美
術
家
。
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・
ア
ー
ト
の
第
一
人
者
と
し
て
国
際
的

に
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
日

本
出
身
の
現
代
美
術
家
の
な
か
で
世
界
的
に

も
っ
と
も
著
名
な
１
人
で
あ
る
。

※
５　

１
９
３
０
年
高
松
市
生
ま
れ
。
武
蔵

野
美
術
専
門
学
校（
現
武
蔵
野
美
術
大
）
油

絵
科
を
中
退
し
て
、
63
年
に
渡
米
。
以
後
、

現
在
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ー
グ

で
学
ん
だ
。
71
年
と
２
０
０
２
年
に
県
文
化

会
館
で
、
89
年
に
は
高
松
市
美
術
館
で
そ
れ

ぞ
れ
回
顧
展
。
四
国
新
聞
文
化
賞（
87
年
）、

県
文
化
功
労
賞（
07
年
）、
よ
ん
で
ん
芸
術
文

化
賞（
09
年
）を
受
賞
。
04
年
か
ら
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｗ
Ａ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
。
10
年
と
今
年
の
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
に
参
加
す
る
。

※
６　

１
９
４
４
年
生
ま
れ
。
人
形
作
家
。

俳
優
。
73
年
に
初
の
個
展
を
開
催
後
、
78
年

に
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
シ
モ
ン（
四
谷
シ
モ
ン

人
形
学
校
）を
開
設
。
唐
十
郎
の「
状
況
劇
場
」

の
舞
台
に
立
つ
な
ど
役
者
と
し
て
の
顔
も
持

つ
。

※
７　

耐
火
物
や
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

の
製
造
な
ど
を
行
う
企
業
で
あ
る
。
大
阪
府

貝
塚
市
に
本
社
が
あ
る
。

※
８　

松
尾
芭
蕉
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の

旅
の
途
中
、
平
泉
（
今
の
岩
手
県
平
泉
町
）

で
詠
ん
だ
句
。
今
見
れ
ば
、
こ
の
辺
り
は
夏

草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
か
つ
て

は
英
雄
義
経
や
奥
州
藤
原
氏
が
功
名
と
野
望

を
夢
に
み
た
場
所
。
そ
ん
な
繁
栄
や
栄
華
も

む
な
し
く
一
時
の
夢
に
散
っ
て
し
ま
い
、
今

は
た
だ
、
自
然
の
営
み
の
中
で
夏
草
が
無
心

に
茂
る
ば
か
り
。
生
い
茂
っ
て
は
枯
れ
を
繰

り
返
す
夏
草
の
情
景
を
、
人
の
夢
の
儚
さ
を

象
徴
し
て
い
る
と
い
う
感
傷
句
で
あ
る
。

※
９　

イ
ギ
リ
ス
の
彫
刻
家
。
１
９
２
４
年
、

ロ
ン
ド
ン
郊
外
サ
リ
ー
州
生
ま
れ
。
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
で
工
学
、
工
芸
学
校
で
彫
刻
を

学
び
、
世
界
的
な
彫
刻
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー

ア
氏
に
師
事
。
１
９
６
０
年
代
に
鉄
を
溶
か

し
て
彩
色
し
た
抽
象
彫
刻
を
発
表
し
、
注
目

さ
れ
た
。
建
築
と
彫
刻
を
結
び
つ
け
た
「
ス

カ
ル
プ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
を
は
じ
め
、
新
た
な

素
材
や
様
式
に
挑
戦
し
た
。
２
０
１
３
年
、

心
臓
発
作
の
た
め
死
去
、
89
歳
。

　

池
田
さ
ん
に
初
め
て
会
っ
た
の
は

１
９
７
３
年
頃
。

　

友
人
の
岡
山
出
身
の
造
形
作
家
、
岡

崎
和
郎
さ
ん
※
１
の
自
宅
で
あ
っ
た
。
池

田
さ
ん
と
岡
崎
さ
ん
の
ふ
た
り
は
20
代

か
ら
の
友
人
ら
し
く
親
し
か
っ
た
。　

「
学
芸
員
か
と
思
っ
た
、
陶
芸
家
で
す

か
」。
初
対
面
の
時
、
池
田
さ
ん
が
私

に
言
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

　

１
９
７
７
年
の
夏
、
私
は
岡
崎
さ
ん

と
一
緒
に
一
カ
月
あ
ま
り
ア
メ
リ
カ
ヘ

旅
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
池
田
さ
ん
が
芥

川
賞
を
受
賞
し
た
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
着
い
た
。
池
田
さ
ん
は
、
本
当
に
や

さ
し
く
気
配
り
を
し
て
く
れ
、
空
港
ま

で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。
イ
ー
ス
ト
ハ

ン
プ
ト
ン
の
ア
ト
リ
エ
に
着
く
と
、
そ

の
夜
は
、
ち
ょ
う
ど
居
合
わ
せ
た
カ
メ

ラ
マ
ン
の
吉
田
ル
イ
子
さ
ん
※
２
を
含

ゲ
ス
ト
に
池
田
さ
ん
が
毎
年
出
席
し
、

備
前
に
近
い
の
で
、
そ
の
都
度
来
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

あ
る
時
は
、
人
形
作
家
の
四
谷
シ
モ

ン
※
６
ら
10
人
ほ
ど
で
、
松
茸
を
胃
が
張

り
裂
け
ん
ば
か
り
に
食
べ
た
り
、
牛
肉

の
す
き
焼
き
を
囲
み
、一
晩
中
親
し
い
友

人
た
ち
と
論
談
す
る
の
も
楽
し
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
私
の
仕
事
場
で
茶
盌
だ
け

を
50
点
く
ら
い
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

池
田
さ
ん
は
自
由
な
人
で
あ
る
。
遊
び

な
が
ら
型
に
は
ま
ら
な
い
茶
盌
を
作
っ

た
。
深
夜
ま
で
一
人
で
作
陶
し
て
い
る

姿
が
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
。　
　
　

　

備
前
市
に
あ
る
株
式
会
社
ヨ
ー
タ
イ

※
７
と
い
う
レ
ン
ガ
会
社
の
工
場
を
借
り

て
、
池
田
さ
ん
は
当
時
頼
ま
れ
た
狭
山

市
庁
舎
の
陶
壁
を
制
作
し
た
り
、
ま
た
、

坂
出
の
ゴ
ル
フ
場
に
、
私
は
石
彫
、
池

田
さ
ん
は
大
き
な
陶
壁
を
手
掛
け
た
。

　

１
９
９
４
年
、
私
は
心
臓
発
作
の
た

め
、
岡
山
日
赤
に
入
院
し
た
。
あ
る
日
、

突
然
池
田
さ
ん
が
見
舞
い
に
来
て
く
れ

た
。
誰
に
聞
い
た
の
か
、
未
だ
に
わ
か

ら
な
い
。
こ
の
頃
、
池
田
さ
ん
は
岩
手

で
野
焼
き
を
始
め
、
陶
作
品
は
大
き
く

変
貌
し
て
い
く
。
焼
締
と
い
う
縄
文
以

来
の
技
法
に
よ
り
、
や
き
も
の
の
本
質

的
な
も
の
が
土
と
炎
の
中
に
あ
る
と
見

抜
い
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
炎
の
中
に

は
、
創
造
と
破
壊
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

る
。
最
初
の
野
焼
き
は
見
事
に
失
敗
し

た
。
焼
成
に
対
す
る
技
術
的
な
問
題
で

め
、
ム
ー
ル
貝
を
蒸
し
た
手
料
理
で
賑

や
か
に
夜
遅
く
ま
で
話
が
弾
ん
だ
。

　

多
忙
な
池
田
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
で
何

日
間
か
過
ご
し
た
後
、
陶
芸
家
の
タ
ー

ノ
さ
ん
と
岡
崎
さ
ん
の
三
人
で
、
ア
ス

ペ
ン
に
旧
知
の
現
代
美
術
の
コ
レ
ク
タ

ー
、
ジ
ョ
ン
＆
キ
ミ
コ
・
パ
ワ
ー
ズ
夫

妻
※
３
を
訪
ね
た
。
そ
こ
か
ら
車
で
ア
メ

リ
カ
を
横
断
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰

り
、
画
家
の
河
原
温
さ
ん
※
４
の
ロ
フ
ト

に
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
。
池
田
さ
ん

の
友
人
の
画
家
、
川
島
猛
さ
ん
※
５
の
ア

ト
リ
エ
で
は
、
池
田
さ
ん
を
交
え
て
麻

雀
大
会
。
そ
れ
は
「
Ｎ
Ｙ
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
」
と
し
て
日
本
で
放
映
さ
れ

た
。　

１
９
８
４
年
か
ら
日
本
の
エ
ー

ゲ
海
と
言
わ
れ
て
い
る
牛
窓
で
、「
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
牛
窓
国
際
芸
術
祭
」
が
９
年

に
わ
た
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

あ
っ
た
。

　

こ
の
破
壊
さ
れ
た
作
品
群
は
、
見
事

な
写
真
で
一
冊
の
作
品
集
と
な
っ
て
生

き
返
っ
た
。
池
田
さ
ん
は
本
の
中
で
、

芭
蕉
が
平
泉
で
詠
ん
だ
句
「
夏
草
や
兵

ど
も
が
夢
の
跡
」※
８
を
引
用
し
て
い
る
。

　

熱
海
の
制
作
現
場
を
拝
見
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
素
材
の
土
の
変
化
に
驚
い

た
。
土
の
製
法
の
知
識
を
ど
こ
か
ら
仕

入
れ
た
の
か
、
シ
ャ
モ
ッ
ト
の
入
っ
た

粗
い
土
を
使
用
し
て
い
た
。
作
品
は
土

と
い
う
物
質
の
持
つ
力
強
さ
と
、
叩
き

の
技
法
に
焼
締
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

京
都
大
丸
で
「
般
若
心
経
」
展
が
開

催
さ
れ
、
私
も
初
日
に
観
に
行
っ
た
。

上
機
嫌
で
本
に
サ
イ
ン
を
し
て
く
れ
た
。

　

私
は
焼
締
と
、
こ
の
粗
土
に
辿
り
つ

い
た
こ
と
が
池
田
さ
ん
の
才
能
と
結
び

つ
き
、
陶
表
現
の
新
た
な
展
開
に
つ
な

が
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

あ
る
日
、
東
京
の
私
の
定
宿
の
ホ
テ

ル
に
突
然
電
話
が
あ
り
、「
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

カ
ロ
※
９
を
観
に
行
こ
う
」と
誘
わ
れ
た
。

会
場
で
は
無
言
で
回
っ
た
が
、
最
後
に

「
伊
勢
崎
さ
ん
、
や
ら
れ
た
ね
」
と
笑

っ
て
い
た
。
池
田
さ
ん
が
次
の
展
開
を

目
指
し
た
一
瞬
だ
っ
た
。

　

増
穂
登
り
窯
の
太
田
さ
ん
か
ら
、
あ

る
日
、
突
然
の
悲
報
が
入
っ
た
。
告
別

式
で
は
、
祭
壇
に
六
曲
一
双
屏
風
「
天

女
乱
舞
」
が
飾
ら
れ
て
い
た
。　
　
　

　

池
田
さ
ん
の
あ
ま
り
に
も
早
い
死
が

惜
し
ま
れ
る
。
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池
田
満
寿
夫
と
佐
藤
さ
ん
の
歳
の
差
は
15
年
。
ロ
ー
マ
で
運
命
的
な
出
会
い
を
し
、

以
後
、
18
年
く
ら
い
の
日
々
を
と
も
に
歩
ん
だ
。
芸
能
界
で
も
お
し
ど
り
夫
婦
と

し
て
話
題
だ
っ
た
が
、
ほ
ん
と
う
に
ふ
た
り
は
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
。

あ
た
た
か
く
蘇
る
遠
い
日
の
記
憶
を
語
る
。

　

池
田
さ
ん
は
当
初
、
陶
作
品
の
焼
成

に
ガ
ス
窯
、
電
気
窯
を
使
用
し
て
い
た
。

　

１
９
９
０
年
、
増
穂
登
り
窯
が
開
窯
。

薪
な
ど
の
準
備
の
た
め
、
実
際
の
焼
成

は
１
９
９
１
年
春
と
な
っ
た
が
、
登
り

窯
、
穴
窯
で
の
焼
成
が
始
ま
る
と
、
一

部
の
陶
作
品
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
薪
窯

焼
成
と
な
っ
た
。

　

１
９
９
３
年
６
月
に
「
満
寿
夫
・
八

方
窯
」
を
築
窯
す
る
と
、
大
作
品
（
陶

土
20
㎏
以
上
）
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
八

方
窯
で
焼
成
し
た
。
焚
き
口
は
正
面
と

左
右
に
二
カ
所
ず
つ
、
合
計
五
カ
所

か
ら
薪
を
投
入
す
る
変
則
型
単
窯
薪

窯
だ
。
正
面
か
ら
は
、
大
人
２
人
が

作
品
を
抱
え
て
、
窯
詰
め
可
能
な
サ

　

富ふ
ゆ
う
が
き

有
柿
と
い
う
、
冬
に
で
る
柿
を
手

に
し
て
い
る
。
実
は
大
き
く
、
中
身
は

と
て
も
甘
く
美
味
し
い
が
、
皮
は
無
類

の
堅
さ
で
形
良
く
、
ま
る
で
陶
器
の
よ

う
。
そ
う
だ
、
い
つ
の
日
か
こ
れ
を
陶

で
創
っ
て
み
た
い
。
そ
の
思
い
が
呼
び

水
と
な
っ
て
、
や
が
て
池
田
満
寿
夫
が

伊
豆
下
田
の
岩が

ん
で
ん
じ
が
ま

殿
寺
窯
で
１
９
８
４
年

に
初
め
て
陶
芸
に
取
り
組
ん
だ
、
無
茶

苦
茶
楽
し
い
夏
の
日
々
が
脳
裡
を
去
来

田
さ
ん
は
構
想
を
練
っ
て
い
く
中
で
、

表
現
形
式
は
版
画
よ
り
も
陶
作
品
が
良

い
と
決
断
し
た
。「
土
と
炎
」
に
よ
る

表
現
は
、
縄
文
を
意
識
し
、
日
本
回
帰

が
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
た
池
田
さ
ん

に
は
、
テ
ー
マ
の
造
形
化
、
視
覚
化
に

ぴ
っ
た
り
の
素
材
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

即
座
に
制
作
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２

年
半
の
間
に
、
約
１
８
０
０
点
の
作
品

を
制
作
し
て
焼
成
し
た
。　
　
　
　
　

　

大
佛
塔
な
ど
の
大
作
は
、
増
穂
登
り

窯
の
工
房
で
中
小
の
作
品
は
熱
海
の
満

陽
工
房
（
現
・
池
田
満
寿
夫
記
念
館
の

隣
に
併
設
）
で
制
作
し
、
山
梨
県
の
窯

場
へ
運
ん
だ
。
と
く
に
大
佛
塔
制
作
、

焼
成
に
は
苦
労
し
た
様
子
だ
っ
た
。　

ガ
ッ
ク
リ
。
な
ん
と
も
稚
拙
さ
が
気
に

な
り
、「
あ
ま
り
お
も
し
ろ
く
な
い
」

と
そ
の
と
き
は
思
え
た
。

　

後
年
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ド
ラ
で
、

ピ
カ
ソ
が
一
番
最
初
に
陶
芸
に
手
を
そ

め
た
一
連
の
作
品
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
っ
た
。や
は
り
、造
形
は
職
人
が
作
り
、

ピ
カ
ソ
は
絵
付
け
の
み
。
ピ
カ
ソ
は
か

な
り
失
望
し
た
ら
し
い
。
私
と
満
寿
夫

は
思
わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
、
ニ
ッ
コ
リ

し
て
し
ま
っ
た
。

　

今
見
る
と
、
ど
ち
ら
も
そ
れ
な
り
の

初
々
し
さ
は
あ
る
の
だ
。
し
か
し
、
や

は
り
や
き
も
の
は
造
形
に
多
少
な
り
と

も
本
人
が
手
を
加
え
な
く
て
は
面
白
味

は
出
な
い
。
ピ
カ
ソ
も
そ
う
だ
が
、
満

寿
夫
も
そ
れ
に
す
ぐ
気
づ
き
、
描
く
以

外
の
手
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

ロ
ク
ロ
を
回
す
の
は
性
に
合
わ
な
か
っ

た
の
で
、
手
び
ね
り
オ
ン
リ
ー
。
棒
で

叩
い
て
板
を
作
り
、
貼
っ
て
合
わ
せ
る

方
法
を
と
る
よ
う
に
な
る
と
、
ど
ん
ど

ん
作
品
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
大
き
く

イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
窯
内
は
１
m 

80
㎝
で
、
立
っ
た
ま
ま
で
作
業
が
で
き

る
。
薪
窯
と
し
て
の
焼
成
効
率
は
良
く

な
い
が
、
焼
き
上
が
り
の
表
情
は
池
田

さ
ん
好
み
で
あ
っ
た
。

　

八
方
窯
築
窯
後
、「
古
代
幻
視
」シ
リ
ー

ズ
を
焼
成
し
た
。
こ
の
陶
シ
リ
ー
ズ
で

の
成
功
が
「
般
若
心
経
」
制
作
へ
と
続

い
て
い
る
。
池
田
さ
ん
は
、「
古
代
幻
視
」

シ
リ
ー
ズ
が
か
な
り
気
に
入
っ
た
よ
う

で
、
完
成
し
た
陶
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
、
エ
ッ
チ
ン
グ
版
画
シ
リ
ー
ズ
も

制
作
し
て
し
ま
っ
た
。

　

１
９
９
３
年
の
春
頃
に
、
あ
る
出
版

社
か
ら
「
般
若
心
経
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
版
画
作
品
制
作
の
依
頼
が
入
る
。
池

し
始
め
た
。

　

50
歳
近
く
ま
で
、
陶
芸
に
は
さ
し
て

興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
世
界
各

国
の
美
術
館
へ
行
っ
て
も
、
絵
画
ば
か

り
熱
心
に
観
て
い
た
。
陶
器
の
展
示
室

は
素
通
り
。
し
た
が
っ
て
、
本
人
も
招

い
て
く
れ
た
窯
の
方
々
も
お
皿
や
陶
板

に
絵
付
け
す
る
の
だ
と
決
め
つ
け
て
い

た
。
だ
か
ら
、
気
楽
な
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
で
き
上
が
っ
て
み
て
や
や

　

１
９
９
４
年
の
夏
、
１
０
０
〜

２
０
０
㎏
の
作
品
制
作
に
一
カ
月
を
要

し
た
。
こ
の
と
き
は
、
動
か
す
こ
と
が

難
し
い
と
判
断
し
、
最
初
の
１
点
を
八

方
窯
内
で
制
作
し
、
写
経
し
た
。
だ
が
、

あ
ま
り
に
制
作
が
し
ず
ら
く
、
残
り
の

作
品
は
窯
の
周
辺
で
の
制
作
と
な
っ
た
。

「
古
代
幻
視
」
シ
リ
ー
ズ
で
の
経
験
か

ら
、
そ
の
後
の
制
作
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
完
成
し
た
。
し
か
し
、
作
品
の
サ

イ
ズ
か
ら
し
て
４
点
の
大
佛
塔
を
窯
詰

め
す
る
の
に
丸
２
日
を
要
し
た
。　
　

　

い
ま
思
う
と
、
あ
の
夏
の
日
が
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

な
っ
て
い
っ
た
。

　

２
年
く
ら
い
、
下
田
へ
通
っ
て
い
た

満
寿
夫
だ
が
、
陶
芸
熱
が
高
じ
て
熱
海

の
自
宅
近
く
に
窯
を
造
ろ
う
と
土
地
を

探
し
、
や
が
て
工
房
を
建
て
た
。
名
付

け
て
「
満
陽
工
房
」。
こ
こ
で
、
た
く

さ
ん
の
作
品
を
創
っ
た
が
、
電
気
と
ガ

ス
の
窯
し
か
設
置
で
き
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
な

大
作
を
仕
上
げ
る
と
き
は
、
そ
の
つ
ど

現
場
近
く
の
大
工
房
で
仕
事
を
し
た
。

　

１
９
９
０
年
頃
か
ら
太
田
治
孝
さ
ん

が
所
有
す
る
山
梨
県
富
士
川
町
の
「
増

穂
登
り
窯
」
へ
通
い
始
め
、
夏
は
暑
く

冬
は
と
て
も
寒
い
こ
の
地
に『
八
方
窯
』

な
る
窯
を
創
造
し
、
満
寿
夫
は
真
剣
に

別
荘
を
建
て
る
こ
と
を
考
え
た
ほ
ど
だ
。

八
方
窯
で
の
代
表
作
は
言
う
ま
で
も
な

く
「
古
代
幻
視
」
シ
リ
ー
ズ
と
「
般
若

心
経
」
の
膨
大
な
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

　
「
般
若
心
経
」
シ
リ
ー
ズ
を
創
り
終

え
、
満
寿
夫
は
作
陶
に
対
し
一
時
的
に

で
も
一
つ
の
区
切
り
を
感
じ
た
の
だ
ろ

う
。「
こ
れ
か
ら
は
陶
芸
は
少
し
控
え

て
、
描
く
方
に
専
念
し
よ
う
。
特
に
油

絵
を
10
年
間
、
力
を
入
れ
て
い
く
」
と

私
に
宣
言
し
た
。
そ
の
日
、
彼
は
世
を

去
っ
た
。
い
み
じ
く
も
、
最
後
ア
ト
リ

エ
に
残
さ
れ
て
い
た
の
は
、『
美
貌
の

青
空
』
と
題
さ
れ
た
キ
ャ
ン
バ
ス
に
白
、

グ
レ
ー
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
油
絵
具
を
塗
り
、

真
っ
青
の
陶
板
を
貼
っ
た
油
と
陶
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
15
点
で
あ
っ
た
。

佐藤陽子（さとう ようこ）
ヴァイオリニスト。10歳でレオニード・コーガ
ン氏に才能を認められ、ソ連邦文化省の招きで
モスクワ国利音楽院に入学。チャイコフスキー
国際コンクール第３位。ロン・ティボー国際コ
ンクール第３位。モスクワ国立音楽院を首席
で卒業。パガニーニ国際コンクール第２位。声
楽の分野でもマリア・カラス女史に素質を認め
られ、ルーマニアのブカレスト国立歌劇場から

「蝶々夫人」でデビュー、絶賛を浴びる。現在、
コンサート・マスコミ等の番組出演、また各出
版社からの執筆活動と多忙に活躍中。

太田治孝（おおた　はるたか）
1949東京生まれ。陶芸の究極の醍醐味ともいえる薪窯焼成
が行えるように１９９０年に山梨県増穂町（現・富士川町）
に登り窯を築窯。本格的な三連式登り窯や故池田満寿夫氏の
八方窯、単窯、地下式穴窯等８つの窯がある。プロだけでなく、
アマチュアにも開放し、陶芸体験会やコンテストを行ってい
る。薪には間伐材を利用し、環境への配慮から２００８年「ス
トップ温暖化・活動コンテスト」で優勝賞受賞。

特
別
寄
稿
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周
囲
の
人
び
と
の
思
い
出
、
記
録
さ
れ
て
い
た
写
真
…
…
。
仕
事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
問

わ
ず
、
交
友
関
係
は
実
に
多
彩
だ
っ
た
。
池
田
満
寿
夫
と
い
う
人
の
、
幅
の
広
さ
を
感

じ
さ
せ
る
。
ま
だ
ま
だ
語
り
尽
く
せ
な
い
池
田
満
寿
夫
の
素
顔
の一
片
を
垣
間
み
る
。

般
若
心
経
シ
リ
ー
ズ
約
７
５
０
点
を
所
蔵
す
る
パ
ラ
ミ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

遺
作
の
版
画
・
書
・
陶
・
ブ
ロ
ン
ズ
か
ら
お
気
に
入
り
の
書
物
ま
で
、

作
陶
す
る
日
々
の
暮
ら
し
ま
で
も
が
伝
わ
る
池
田
満
寿
夫
記
念
館
。

20
代
か
ら
詩
や
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
、
美
術
評
論
も
手
掛
け
る
な
ど
、
池
田
満
寿
夫
の
文

才
は
美
術
・
文
学
関
係
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
。
小
説
、
随
筆
、
対
談
、
評
論

…
…
。
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
生
き
た
池
田
満
寿
夫
が
、
私
た
ち
に
残
し
て
い
っ
た
本
。

1993年 1月、 画 家の川島 猛 が
ニューヨークから満陽工房（ 現・
池田満寿夫記念館 ）に遊びに来
ていたところ。左上から時計回り
に川島猛、佐藤陽子、池田満寿夫。
愛犬の黒柴・ピカソと柴犬・ドン
もいっしょ。  （ 撮影／太田治孝 ）

1994年・夏、八方窯内で作陶した大佛塔に
写経している池田満寿夫。 （撮影／太田治孝）1994年 9月、レストラン「 ノアの

方舟 」（ 富士川町 ）でカラオケを
楽しむ池田さん。池田満寿夫（左）、
片見通夫（ 中央 ）、安倍安人（ 右 ）。

　　　　（ 撮影：太田治孝 ）

公益財団法人岡田文化財団パラミタミュージアム
三重県三重郡菰野町大羽根園松ヶ枝町 21-6　Tel.059-391-1088

開館時間：9:30 ～ 17:30（ 入館は 17:00まで ）年末年始は休館。
また展示替え期間は一部閉場となる（ 詳しくは美術館にお問い合わせください ）。

入場料：一般 1,000円（ 4枚セット3,000円 ）大学生 800円・高校生 500円・中
学生以下無料 ※障害者手帳をお持ちの方は無料（ 美術館受付にてご提示ください ）。

池田満寿夫記念館
熱海市下多賀 1130-1　Tel 0557-68-3258

開館時間：毎週土・日・月曜・祝日 9:00 ～ 16:30（ 入館は16:00まで）
入場料：大人 510円・中高生 300円（20名以上の団体は100円引き）

般若心経シリーズ「 心経陶片 」や
「 心経碗 」などが展示されている
第 1室。

満陽工房で制作された陶版や花
器、熱海の海岸で行った野焼き
の壷など、 熱海ゆかりの作品を中
心に、版画・書・陶・ブロンズな
どが展示されている。

池田満寿夫記念館と隣接する
アトリエ「 満陽工房 」内。

工房奥にある池田満寿夫の書
庫。生前愛読していた『藝術新潮』

『 みづゑ 』『 目の眼 』『 炎芸術 』
『 版画芸術 』など、歴史ある書
物が今も大切に保管されている。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

増
穂
登
り
窯
・
太
田
治
孝
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
図
録
『
池
田
満
寿
夫　

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展
』（
２
０
０
８
年
発
行

毎
日
新
聞
社
）
を
読
者
５
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［
応
募
方
法
］
官
製
ハ
ガ
キ
に
左
下
の
応
募
券
を
貼
り
、
お
名
前
、
年
齢
、
ご
住

所
、
電
話
番
号
、
今
号
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
明
記
の
上
、
応
募
く
だ
さ
い
。

当
選
者
の
発
表
は
、
品
物
の
発
送
を
も
っ
て
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［
応
募
先
］〒
１
０
８-

０
０
７
３ 

東
京
都
港
区
三
田
１-

１-

15-

４
F　

㈱
エ
ス
プ
レ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
出
版
「
陶
遊
」
１
４
２
号　

図
録
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

般若心経シリーズ。菩薩の顔が
刻まれた「 佛塔 」や「 大佛塔 」
など展示されている第 3室。

美術館内にあるミュージアムショッ
プ。各アーティストの作品を中心に、
地元三重の工芸品も販売されてい
る。パラミタミュージアムでしか購入
することができない書籍もある。

般若心経　
池田満寿夫の世界
パラミタミュージアムにて常
設展示する陶彫「 般若心
経シリーズ」全作品を収録。

（ 2006年 7月 1日発 行 /
A4変 形・並 製 本 /総 頁
152頁 ）
1,000円（ 税込 ）

池田満寿夫
版画コレクション
20代から全盛期までの作
品が網羅された国際的版
画家・池田満寿夫の版画
作品 204点を収録。

（ 2006年 1月 2日発 行 /
A4変 形・並 製 本 /総 頁
94頁 ）
1,000円（ 税込 ）

池田満寿夫は本中で「 すべての創造は模
倣から出発する。そして創造が真の意味の
創造であるためには、その創造のための模
倣が、創造的模倣でなければならない 」と
述べている。模倣こそが創造の出発点であ
り、創造や独創性とは工夫の産物であると。

（ 1969年発行 中央公論社 ）

絵画、デザイン、文学、版画等多才な活躍で知
られる池田満寿夫が、芸術の各ジャンルへ鋭いま
なざしをまんべんなく行きわたらせ、自らの絢爛
たる美の世界を構築した芸術論集。（ 1980年発
行 白水社 ）

雑誌などに書いたエッセイをまとめたもので、池
田満寿夫の考え方や感覚がよくわかる。ヘンリー・
ミラーをはじめ国内外の芸術家仲間との交流、
各種芸術作品論が展開され、間奏曲のように笑
劇一幕が挿入される。取材メモのようなスタイル
をとった新鮮な文体、自由な感性、パロディ精
神の躍動あふれる１冊。（1974年発行 番町書房）

ピカソが「 芸術は破壊の集積である」といったと
き、現代芸術は、素材や主題や方法において、
完全な自由を獲得し、まさしく物質になった。実
際に自作を破壊したわけではないが、ピカソは観
念のうえで美術史を解体し、実際にスクラップを
拾い集め自作に参加させることで、従来の美学を
破壊した。この「 物質と化した現代芸術 」をコラー
ジュの思想と技法の跡をたどることによって解剖
する。（ 1987年発行 白水社 ）

サンフランシスコのアトリエにい
る彫刻家を責め立てる、日本の
妻からの長い国際電話。彫刻家
の前には二人の白人女性が。卓
越したシチュエーションと透明な
サスペンスで第 77回芥川賞に
輝いた作品。表題作ほか二篇を
含む、衝撃の愛と性の作品集。

（ 1977年発行 角川書店 ）

タイトルからもわかるように、池田満
寿夫は「 絵の値段 」ということを、画
商、画壇、流通、市場という作品を
取り巻くあらゆるシーンの 90年時点
での在り様を説明し、そして作家自身
との絡み合いを解き明かそうとしてい
る。（ 1990年発行 光文社 ）

1995年 9月、野坂昭如の妻・暘
子が経営する銀 座のギャルリー
ymA（ 現在はない ）にて。左から池
田満寿夫、宮澤壮佳（ 初代池田満
寿夫美術館館長 ）、太田治孝（ 増
穂登り窯 ）、野坂昭如。
　　　　　　　（ 撮影／太田治孝）

1995年 1月、ピーター・ヴォーコス展のレセ
プション会場、池袋セゾンミュージアムにて。
左から佐藤陽子、池田満寿夫、ピーター・
ヴォーコス。                 （ 撮影／太田治孝 ）

1995年 2月、池田満寿夫、61
歳のパッピーバースディ。熱海の
自宅にて。右が池田満寿夫、左
が佐藤陽子。 （ 撮影／太田治孝）

模
倣
と
創
造　

偏
見
の
な
か
の

日
本
現
代
美
術

思
考
す
る
魚

複
眼
の
思
考

コ
ラ
ー
ジ
ュ
論

美
の
値
段

エ
ー
ゲ
海
に
捧
ぐ

「
エ
ー
ゲ
海
に
捧
ぐ
」
は
第
77
回
芥
川
賞
受
賞
作
品
。

　

パ
ラ
ミ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
池
田

満
寿
夫
の
陶
彫
・
般
若
心
経
シ
リ
ー
ズ
と

版
画
作
品
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
パ

ラ
ミ
タ
と
は
、
梵
語
の
「
波
羅
蜜
多
」
に

由
来
し
、「
迷
い
の
世
界
で
あ
る
現
実
世

界
の
此
岸
か
ら
悟
り
の
境
地
で
あ
る
涅
槃

の
彼
岸
に
至
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
で
名
誉
館
長
の
小
嶋
千
鶴
子

さ
ん
が
、
池
田
満
寿
夫
の
般
若
心
経
シ
リ
ー

ズ
の
写
真
集
だ
け
を
見
て
購
入
を
決
め
た

と
か
。

　

般
若
心
経
シ
リ
ー
ズ
は
、
館
内
１
階
の

第
１
室
か
ら
第
３
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
８
２
年
12
月
、
熱
海
に
移
り
住
ん

だ
池
田
は
、
１
９
８
６
年
12
月
に
新
た
な

作
陶
の
場
と
し
て
下
多
賀
に
工
房
を
構
え

る
。
工
房
名
は
、
満
寿
夫
の
「
満
」
と
佐

藤
陽
子
の「
陽
」を
と
っ
て「
満
陽
工
房
」。

そ
の
後
「
芸
術
は
私
有
す
る
も
の
で
は
な

く
多
く
の
人
た
ち
と
共
有
す
る
も
の
」
と

い
う
持
論
か
ら
作
品
展
示
場
を
増
築
、
池

田
の
死
後
、
満
陽
工
房
は
熱
海
市
に
寄
贈

さ
れ
、「
池
田
満
寿
夫
記
念
館
」
と
し
て

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
工
房
で
製
作
さ

れ
た
陶
板
や
花
器
、
版
画
、
書
、
ブ
ロ
ン

ズ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

照
明
を
落
と
し
た
展
示
室
に
入
る
と
、
経

文
の
文
字
を
一
つ
ず
つ
印
刻
し
た
「
心
経

碗
」が
全
部
で
２
７
６
個
あ
り
、息
を
の
む
。

黄
金
色
に
装
飾
さ
れ
た
「
地
蔵
」。「
佛
画

陶
板
」
に
描
か
れ
た
顔
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の

香
り
が
漂
う
。
高
さ
１
m
ほ
ど
の
６
体
の

「
大
佛
塔
」
は
、
窯
の
焚
き
口
を
野
焼
き

風
に
広
げ
て
焼
い
た
と
い
う
。
刻
々
と
変

化
し
て
い
く
佛
塔
の
姿
を
池
田
満
寿
夫
は

目
の
当
た
り
に
し
、
ど
う
思
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
般
若
心
経
シ
リ
ー
ズ
が
、
１

点
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
こ
う
し
て
見
ら

れ
る
と
い
う
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
。

生
誕
80
周
年
記
念
「
池
田
満
寿
夫
」
展

会
期
：
５
月
22
日
（
木
）
〜
６
月
22
日
（
日
）
※
会
期
中
無
休

会
場
：
パ
ラ
ミ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

内
容
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
佐
藤
陽
子
さ
ん
所
蔵
の
池
田
作
品
と
パ
ラ

ミ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
所
蔵
す
る
版
画
、
陶
芸
、
書
な
ど
を
一
堂
に
展
示

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
た
池
田
満
寿
夫
の
芸
術
性
に
注
目
し

た
展
覧
会
を
開
催
。

住
所
：
三
重
県
三
重
郡
菰
野
町
大
羽
根
園
松
ヶ
枝
町
21–

６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
９-

３
９
１-

１
０
８
８

〝IKEDA+SAITO+HASEKAWA @ SHINOBAZU LABO ”
会期：開催中〜５月２日（ 日祝休廊 ）
会場：不忍画廊
内容：モダンアートの枠を超え、強いオリジナリティで現在も人気を博す長谷川利行、斎
藤真一、池田満寿夫。１９６０年の画廊オープンから50年間紹介し続ける３作家の初競演。
名作と名作をミックスさせた実験的な展示を試みる。
住所：東京都中央区日本橋３-８-６ ４Ｆ 　ＴＥＬ：０３-３２７１-３８１０
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